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ト
マ
ト
、水
稲
の
栽
培
に
加
え
、

冬
場
は
ス
ト
ッ
ク
を
取
り
入
れ
、

農
閑
期
が
な
い
よ
う
に
工
夫
し
経

営
の
リ
ス
ク
分
散
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
ス
ト
ッ
ク
の
種
ま
き
は
９
月
か

ら
始
ま
り
、
一
カ
月
ほ
ど
か
け
て

６
万
本
分
を
ま
き
ま
す
。
人
気
色

の
チ
ェ
リ
ー
や
ピ
ン
ク
、
白
な
ど

計
６
色
を
育
て
て
お
り
、
12
月
中

旬
か
ら
３
月
ま
で
の
長
期
間
出
荷

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
色

が
濃
い
も
の
に
は
多
く
施
肥
す
る

の
が
花
色
を
鮮
や
か
に
出
す
た
め

の
工
夫
で
す
。

収
入
保
険
で
備
え
る

　
収
入
保
険
に
は
令
和
３
年
か
ら

加
入
し
て
い
ま
す
。
花
の
保
険
が

無
い
た
め
、
作
付
け
品
目
全
体
の

収
入
補
償
は
心
強
い
で
す
。

　
令
和
３
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
大
き

く
影
響
し
、
米
価
の
下
落
に
加

え
、
ト
マ
ト
の
消
費
落
ち
込
み
と

式
典
や
冠
婚
葬
祭
の
中
止
に
よ
る

ス
ト
ッ
ク
の
需
要
減
少
で
収
入
減

で
し
た
。
自
分
に
落
ち
度
の
な
い

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
重
な
り
ま
し
た

が
、
収
入
保
険
が
経
営
の
助
け
と

な
り
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
に
も
対
策
を

　
令
和
４
年
は
８
月
に
記
録
的
な

大
雨
で
、
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
15
棟

が
浸
水
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

30
年
に
雪
害
で
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
し

た
こ
と
か
ら
、
サ
ビ
取
り
や
早
め

の
部
品
交
換
、
パ
イ
プ
の
補
強
な

ど
こ
ま
め
な
修
繕
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
対
策
を
し
て
い
て
も
、
近
年
自

然
災
害
の
被
害
規
模
は
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
、
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
安

心
感
が
違
い
ま
す
。
収
入
保
険
と

園
芸
施
設
共
済
の
セ
ッ
ト
加
入
で

し
っ
か
り
備
え
た
い
で
す
ね
。

 
経
営
リ
ス
ク
分
散
の
ス
ス
メ

根
腐
れ
し
な
い
よ
う

水
や
り
に
気
を
付
け

て
い
ま
す
。
収
穫
や
出

荷
準
備
も
手
作
業
で
、

一
度
に
３
０
０
０
本

出
荷
し
ま
す

小松市向
むかい

本
もと

折
おり

町
まち

飴
あめ

山
やま

　智
とも

是
ゆき

さん（46歳）

◆経営内容◆　
水稲６ha
ハウストマト27棟
ストック15棟

　
今
回
の
特
集
で
は
、
多
品
目
を
通
年
生
産
し
、
収
入
保
険
＋

園
芸
施
設
共
済
の
セ
ッ
ト
加
入
で
予
測
で
き
な
い
事
態
に
備
え
る

組
合
員
を
紹
介
し
ま
す
。

収入保険
特　　集

香り高いストック
　　需要に応じる栽培管理

地元直売所にも出荷
部屋いっぱいに華やか
な香りが広がる

多品目栽培×（収入保険＋園芸施設共済）
で経営安定に努める組合員の方々にインタビュー



3

経営リスク分散のススメ

　

水
稲
、
麦
、
大
豆
の
ほ
か
、
花

き
と
カ
ボ
チ
ャ
を
栽
培
し
、
年
間

通
し
た
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
付

品
目
を
選
ん
で
い
ま
す
。
特
に
花

き
は
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
リ
ー
ジ

ア
品
種
「
エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
」
を

６
色
栽
培
し
て
い
ま
す
。
出
荷
時

期
を
長
く
す
る
た
め
、
自
然
に
開

花
す
る
季
咲
栽
培
と
球
根
を
冷
蔵

処
理
し
て
出
荷
時
期
を
早
め
る
促

成
栽
培
を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

高
品
質
維
持
の
た
め
に

　

植
え
付
け
は
９
月
頃
か
ら
始

め
、
１
万
６
千
本
を
植
え
ま
す
。

品
質
を
良
く
す
る
た
め
に
適
切
な

温
度
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
夜

は
ス
ト
ー
ブ
で
ハ
ウ
ス
内
の
室
温

を
調
整
し
、
日
中
は
風
を
通
し
て

輪島市町
まち
野
の
町
まち

粟蔵水稲株式会社
代表取締役社長

宇
う

羅
ら

　恒
つね

雄
お

さん（79歳）

　　　　　博
ひろ

子
こ

さん（75歳）

フリージア「エアリーフローラ」
　　　　丁寧な品質管理を徹底

毎
年
の
講
習
会
に
参
加
し
、

栽
培
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
守
っ

て
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と

で
質
の
高
い
エ
ア
リ
ー
フ

ロ
ー
ラ
を
届
け
た
い
で
す

送
風
機
で
湿
気
を
除
き
ま
す
。
温

度
が
高
す
ぎ
る
と
茎
が
曲
が
り
や

す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
生

育
状
況
を
こ
ま
め
に
観
察
し
、
特

に
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
は
気
を
付

け
て
い
ま
す
。
感
染
し
て
し
ま
う

と
、
花
色
が
ま
だ
ら
に
な
る
の
で

注
意
深
く
様
子
を
見
て
早
め
に
対

処
し
ま
す
。

農
業
保
険
で
安
心

　
近
年
頻
発
す
る
大
規
模
な
自
然

災
害
に
備
え
て
、
令
和
２
年
か

ら
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
エ

ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
は
出
荷
量
減

で
し
た
。
米
価
も
60
㌔
当
た
り

３
０
０
０
円
下
落
し
た
た
め
保
険

金
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
経
営
努

力
で
は
避
け
き
れ
な
い
価
格
低
下

ま
で
補
償
さ
れ
る
の
は
大
変
助
か

り
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
に
も
加
入
し
て

い
ま
す
。
令
和
２
年
に
奥
能
登
地

方
を
襲
っ
た
大
雪
の
際
に
は
、
ハ

ウ
ス
に
支
柱
を
追
加
し
、
中
を
温

め
て
屋
根
雪
を
落
ち
や
す
く
し
倒

壊
を
免
れ
ま
し
た
。
除
雪
し
や
す

い
よ
う
、
ハ
ウ
ス
の
間
隔
を
空
け

た
こ
と
も
効
果
的
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
世
界
農
業
遺
産
の

地
、
粟
蔵
の
地
域
農
業
を
継
続
す

る
た
め
、
農
業
保
険
を
後
ろ
盾
と

し
経
営
安
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆経営内容◆
水稲38.6ha
麦86a、大豆86a
カボチャ30a
エアリーフローラ２棟

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
の

花
言
葉
は
「
希
望
」
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詳しくは管轄のグループへお問い合わせください
■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-2251

加入申請年（令和４年） 保険期間（令和５年） 保険期間終了後（令和６年）
〜 12月 １月 ２月 ３月 ４月〜 12月 １月 ２月 ３月〜

◆
加
入
件
数
と
支
払
状
況

◆
加
入
者
は
毎
年
増
加　

　

収
入
保
険
は
制
度
開
始
か
ら

５
年
目
を
迎
え
、
全
国
で
は
約

８
万
８
０
０
０
件
、
県
内
で
は

９
４
６
件
と
多
く
の
農
業
者
か
ら

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

 

支
払
保
険
金

　

 

７
億
８
２
０
０
万
円

　

令
和
３
年
分
の
保
険
金
等
は
、

加
入
者
５
５
３
件
の
う
ち
３
８
５

件
に
７
億
８
２
０
０
万
円
を
お
支

払
い
し
ま
し
た
。
米
な
ど
の
価
格

低
下
や
気
象
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
な
ど
が
要
因
で
支

払
件
数
は
約
７
割
に
な
り
ま
し
た
。

◆
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
状
況

0

200

400

600

800

1000

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

どんどん
　増えています！

３. ４倍
初年度比

２
７
７
件

３
８
６
件

５
５
３
件

７
７
８
件

９
４
６
件

収入保険年間スケジュール（保険期間が令和 5 年 1/1 ～ 12/31 の場合）

必
ず
実
施

必
要
に
応
じ
て

①加入申請 ②・基準収入額の設定
　・保険料等の再算定

③営農計画の変更（作付け後１か月以内）　

④事故発生連絡（つなぎ資金申出）

⑤保険金等の見積り

⑥保険金等の請求　

【提出資料】
令和３年を含む直近１年
以上の税務申告書類　
（青色申告決算書等）

＊１

【提出資料】
令和４年の税務申告書類
（青色申告決算書等）

変更された内容をご通知ください

つなぎ資金の貸付を希望する場合は併せてお申
し出ください

予定される保険金等の金額は保険期間
の雑収入として税務申告します。

【提出資料】
a.令和5年の税務申告書類
　（青色申告決算書等）
b.事業消費帳簿及び棚卸表
　保険期間に当たる年の税務申告
　期限の日から１ヵ月以内にご提
　出ください

《確定申告》 《確定申告》
⬇︎

⬅ ➡

00

2000

4000

6000

8000

10000

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

1,342万円

5,157万円

9,611万円

4,206万円

令和３年はつなぎ資金も最高額に

保険契約を継続されている間は、①〜⑥を毎年行います

加入件数の推移

＊１　自動継続特約が付されている方は、加入申請年の10月に「自動継続のご案内」をお送りいたしますので、11月末までにご回答ください
＊２　③と④が発生した場合、速やかに管轄のグループへご連絡ください	
＊３　⑥の終了後、約１カ月後に保険金等が全国連合会より支払われます

収入保険
特　　集

＊２

＊３



経営リスク分散のススメ
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詳しくは管轄のグループへお問い合わせください
■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-2251

◆
加
入
者
の
声
◆　
安
心
経
営
の
備
え

　
北
村
農
産
は
令
和
３
年
１
月
に

株
式
会
社
と
な
り
新
た
な
船
出
を

切
り
ま
し
た
。

　
当
社
は
家
族
経
営
で
、
私
は
水

稲
・
麦
、
妻
が
ト
マ
ト
と
分
担
し

て
き
ま
し
た
。
昨
年
息
子
が
就
農

し
た
こ
と
で
、
作
業
負
担
が
軽
減

さ
れ
、
後
継
者
も
で
き
た
の
で
嬉

し
い
で
す
。

記
録
的
豪
雨
に
よ
る
被
害

　
令
和
４
年
は
８
月
４
日
の
豪
雨

に
よ
り
、
梯か

け
は
し

川
が
氾
濫
し
て
洪
水

と
な
り
大
打
撃
で
し
た
。
自
宅
は

何
と
か
床
下
浸
水
に
留
ま
り
ま
し

た
が
、
農
作
業
場
は
汚
水
が
入
り

乾
燥
機
な
ど
の
農
機
具
は
故
障
が

続
出
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
内
も
浸

水
し
、
秋
ト
マ
ト
用
の
苗
は
ほ
ぼ

全
滅
し
植
え
替
え
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
水
田
も
ほ
と
ん
ど
が

冠
水
し
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
の
損

害
は
今
ま
で
に
な
く
、
収
入
保
険

に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
ら
と
思

う
と
ゾ
ッ
と
し
ま
す
。

収
入
保
険
が
頼
り
に

　

自
然
災
害
は
ど
う
し
て
も
避
け

ら
れ
ず
、
今
後
も
米
価
下
落
や
コ

ロ
ナ
禍
な
ど
様
々
な
リ
ス
ク
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
過
去
の
収
入
減
少

時
に
救
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
収
入

保
険
は
頼
れ
る
存
在
で
す
。

　

会
社
一
丸
と
な
っ
て
小
松
市
、

さ
ら
に
は
日
本
の
農
業
を
盛
り
立

て
る
べ
く
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆
経
営
内
容

水
稲
23
㌶
、
麦
７
㌶
、
ハ
ウ
ス
ト

マ
ト
９
棟
、
露
地
野
菜
40
㌃

収
入
保
険　
加
入
促
進
の
取
り
組
み
に
感
謝
状

　
県
内
で
は
、
令
和
４
年
に
お
け
る
収
入
保
険
の
加
入
者

に
対
す
る
保
険
料
等
の
助
成
に
つ
い
て
、
多
大
な
ご
尽
力

を
頂
い
た
６
市
町
に
、
昨
年
12
月
、
全
国
農
業
共
済
組
合

連
合
会
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

令和４年の

小
松
市
古
府
町

株
式
会
社
　
北
村
農
産

代
表　
北き

た

村む
ら 

栄え
い

次じ

さ
ん（
61
歳
）

「後継者として頼りにしている」と話す栄次さん（右）と「野
菜中心に新たな作物に取り組みたい」と息子優次さん（29）

左から田中組合長、村山卓金沢市長、南
専務

田中組合長と矢田富郎津幡町長

　

確定申告後は・・・

　　１．令和５年契約の
　　　　基準収入額決定

　　２．令和５年契約の
　　　　保険料等の再算定

を行います　

◆提出期限◆
　●個人
　　令和５年４月15日

　●法人
　　税務申告期限の一カ月後

　〈提出書類〉
　a. 令和４年の税務申告書類
　b. 事業消費帳簿及び棚卸表

　
　
　

確
定
申
告
後
に
書
類
提
出
を
お
願
い
し
ま
す　
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詳しくは管轄のグループへお問い合わせください
■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-2251

加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

●
申
込
期
間
●　

　

５
月
１
日
か
ら

　

５
月
20
日
ま
で

　
播
種
し
た
耕
地
の
す
べ
て
が
麦

跡
ま
た
は
品
種
が
「
里
の
ほ
ほ
え

み
」
に
限
り
、
５
月
１
日
か
ら
６

月
１
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

支
払
対
象
と
な
る
共
済
事
故

　
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
、
雨
害

湿
潤
害
、
そ
の
他
気
象
上
の
原
因

に
よ
る
災
害
（
地
震
、噴
火
含
む
）、

火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
に
よ
る

農
産
物
の
減
少
で
す
。

　

加
入
で
き
る
の
は　

　
大
豆
を
10
㌃
以
上
栽
培
し
て
い

る
農
業
者
（
個
人
ま
た
は
法
人
）

の
ほ
か
、
一
定
の
要
件
を
備
え
た

農
業
生
産
組
織
。
な
お
、
大
豆
を

栽
培
す
る
全
て
の
耕
地
を
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
一
部
の

耕
地
の
み
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

―
加
入
方
式
は
３
種
類
―

　
全
相
殺
方
式　
　

 

　
選
択
で
き
る
補
償
割
合

　
　
９
割
・
８
割
・
７
割

●
農
業
者
ご
と
に
補
償

　
お
お
む
ね
全
量
を
Ｊ
Ａ
等
に
出

荷
し
、
収
量
を
把
握
で
き
る
農
業

者
が
加
入
で
き
ま
す
。
過
去
の
出

荷
デ
ー
タ
を
基
に
基
準
収
穫
量
を

設
定
し
、
減
収
量
が
基
準
収
穫
量

の
１
～
３
割
（
選
択
し
た
補
償
割

合
）
を
超
え
た
場
合
に
共
済
金
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

　
半
相
殺
方
式　
　

　
選
択
で
き
る
補
償
割
合

　
　
８
割
・
７
割
・
６
割

●
農
業
者
ご
と
に
補
償

　
被
害
耕
地
ご
と
の
減
収
量
の
合

計
が
、
基
準
収
穫
量
の
２
～
４
割

（
選
択
し
た
補
償
割
合
）
を
超
え

た
場
合
に
共
済
金
を
お
支
払
い
し

ま
す
。

 

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式 

　
選
択
で
き
る
補
償
割
合

　
　
９
割
・
８
割
・
７
割

●
統
計
単
位
地
域
ご
と
の
補
償

　
統
計
単
位
地
域
に
よ
る
統
計
単

収
が
、
基
準
単
収
の
１
～
３
割
を

超
え
て
減
収
す
る
場
合
に
共
済
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

  

被
害
発
生
時
は
・
・
・  

　
大
豆
共
済
加
入
者
は
、
共
済
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
必
ず
管
轄

の
グ
ル
ー
プ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
事
故
連
絡
が
な
く
、
被
害
確

認
が
で
き
な
い
場
合
、
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
局
地
的
な
大
雨
や
長
雨
、
大
型
台
風
な
ど
の
自
然
災

害
や
獣
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
、
安
心

し
て
栽
培
が
で
き
る
よ
う
大
豆
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
。

農
業
者
ご
と
の
被
害
発
生
状
況
に
応
じ

た
掛
金
率
を
設
定
し
て
お
り
、
低
被
害

の
方
は
掛
金
等
が
安
く
な
り
ま
す

補
償
割
合
が
高
く

お
す
す
め
は

大豆
共済

業務１課　大田

▲浸水した大豆耕地

未
成
熟
の
被
害
粒

腐
敗
し
た
被
害
粒
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園
芸
施
設
共
済
で
は
加
入
者
の

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す

る
べ
く
、
特
約
に
よ
る
手
厚
い
補

償
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。
今
回
は

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
加
入
コ
ー
ス

を
紹
介
し
ま
す
。

　
特
に
春
先
は
強
風
の
被
害
が
多

く
な
り
ま
す
。
予
測
で
き
な
い
自

然
災
害
に
備
え
る
た
め
に
も
園
芸

施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

②安心プラン 付保割合上乗せ20％特約＋１万円を超える損害から補償する特約

Ａ｛特定園芸施設（基本加入）＋復旧費用特約｝＋Ｂ（付保割合80％＋上乗せ20％）＋Ｃ小損害不填補１万円

共済価額：６０９，７２２円

掛金等　１１，２００円 全損（609,722円×付保割合100％）
共済金　６０９，７２２円

20％（96,939円×付保割合100％）
共済金　９６，９３９円

①標準プラン 築年数に対して補償額を設定する標準のコース

Ａ特定園芸施設（基本加入のみ）＋Ｂ付保割合80％＋Ｃ小損害不填補３万円

共済価額：４９６，５７２円

掛金等　６，７４９円 全損（496,572円×付保割合80％）
共済金　３９７，２５７円

20％（96,939円×付保割合80％）
共済金　７７，５５１円

教えて！！園芸施設共済

パイプハウス　・３間× 28.8 ｍ（155㎡）
　　　　　　（　・パイプ径 25.4 ｍｍ　　　）　　　　　　　・通年被覆で４年経過
全損の被害や 20％の被害（損害額：96,939 円）を受けたら…？

掛金は？ 共済金は？

古いハウスでも少額の被害を含めて
しっかり補償してほしいな

お答えします！
一緒にぴったりのプランを見つけましょう。

①標準プランに上乗せ特約を追加すると最大で共済価額 100％まで
の補償ができます。さらに、小損害不填補を３万円から１万円に変更
すると、より少額の被害に対応できます

園芸施設共済　特約付加で充実補償
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農機具共済
　

左
の
農
機
具
の
事
故
集
計
（
機
種
別
）
に
よ

る
と
、
乗
用
ト
ラ
ク
タ
事
故
の
み
で
２
割
、
田

植
機
も
含
め
る
と
事
故
全
体
の
４
割
が
３
～
６

月
の
４
カ
月
間
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
農
作
業
の
繁
忙
期
を
迎
え
ま
す

が
、
農
機
具
の
扱
い
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

万
が
一
の
事
態
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
「
の
う
き
く

ん
」
へ
の
ご
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

事
故
発
生
時
は
ま
ず
連
絡
を　
　
　

　

加
入
し
て
い
る
農
機
具
の
接
触
や
衝
突
な
ど

の
事
故
が
発
生
し
た
ら
、
速
や
か
に
管
轄
の
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事故全体の約40％は春に集中！
（令和４年１月～ 12月　事故件数 239件）

その他
13％

コンバイン
33％

59％

41％田植機
19％

乗用トラクタ
（1・2・7～11月）
13％

乗用トラクタ
（3～6月）
22％

補償内容を見直しませんか
１．共済加入限度額が１台当たり２，０００万円に引き上げられま

した。
２．．．．農業用ドローン※も加入できるようになりました。

ご注意ください
※無人ヘリコプター及び固定翼型のドローンを除き、農業目的に使用するものに限ります。

※航空法に基づく国土交通省の飛行承認を受けた機体及び操縦者であることがご加入の必要条件です。

※農業用ドローンの基本共済掛金は100万円当たり31,458円です。

※損害賠償（対人・対物補償等）は対象外です。

春
の
農
作
業
シ
ー
ズ
ン　
農
機
具
の
事
故
に
ご
用
心

破
損
部
品
は
捨
て
な
い
で　
　
　
　

　
「
の
う
き
く
ん
」
で
は
、
事
故
現
場
、
破
損

箇
所
、部
品
の
確
認（
写
真
撮
影
）が
必
要
で
す
。

　

修
理
済
み
で
損
害
の
確
認
が
で
き
な
い
場

合
、
共
済
金
の
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

故
障
・
消
耗
部
品
の
み
の
損
害
は
対
象
外

　

共
済
責
任
期
間
中
に
発
生
し
た
損
害
で
あ
っ

て
も
、
故
障
や
消
耗
部
品
の
み
に
発
生
し
た
損

害
に
つ
い
て
は
、
共
済
金
の
支
払
い
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

横転して裏返しになった田植機
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建物共済

NOSAI の　　　　　　　　　　　　にご加入の皆様へ

　NOSAI 石川では、SDGs（持続可能な開発目標）の取り組みの
一つとして、段階的に共済事業のペーパーレス化を開始します。

大切な
お知らせです

建 物 共 済「住 ま い る」
農機具共済「のうきくん」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　
こ
れ
ま
で
契
約
期
間
満
了
の
ご
案
内
を
お
届

け
す
る
際
に
同
封
し
て
お
り
ま
し
た
約
款
及
び

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
重
要
事
項
説
明
書
）
を
Ｗ
Ｅ

Ｂ
化
し
ま
す
。

　

ご
案
内
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー

ド
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
石
川

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
該
当
ペ
ー
ジ
に
移
行
で
き
ま

す
。

＊
個
別
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
約
款
を
ご
希
望
の

方
は
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

お
届
け
す
る
封
筒
が
変
わ
り
ま
す　

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
、
契
約
期
間
満
了

の
ご
案
内
を
お
届
け
す
る
封
筒
も
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
定
形
外
封
筒
か
ら
、
普
通
郵
便
の
定
形
サ
イ

ズ
へ
と
変
更
し
ま
す
。

控
除
証
明
書
の
発
送
時
期
が
変
わ
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
証
券
に
同
封
し
て
い
た
「
地
震
保

険
料
控
除
証
明
書
」
は
、
令
和
５
年
分
よ
り
10

月
上
旬
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す　
　
　
　

自
動
継
続
特
約

　
「
住
ま
い
る
」
で
は
、
ご
加
入
の
皆
様
全
員

に
自
動
継
続
特
約
の
付
帯
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　

毎
年
の
更
新
手
続
き
が
不
要
と
な
る
た
め
、

万
が
一
の
継
続
忘
れ
が
な
く
安
心
で
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と
し
て
も
、
返
信
用

封
筒
の
使
用
量
が
こ
れ
ま
で
に
７
割
近
く
削
減

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
だ
付
帯
さ
れ
て
い
な

い
方
は
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
読
み
取
っ
て
み
て
く
だ

さ
い

業務２課　飲

ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

住まいるパンフレット

のうきくんパンフレット

住まいる火災共済約款

のうきくん約款

住まいる総合共済約款

令
和
５
年
分
よ
り
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農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します

　
「
人
と
話
す
こ
と
や
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
が
好

き
」
と
話
す
増
雄
さ
ん
。
農
家
民

宿
群
「
春
蘭
の
里
」
で
妻
ち
づ
子

さ
ん
と
と
も
に
農
家
民
宿
「
三さ

ん

平ぺ
い

」
を
営
み
、
昨
年
８
月
に
、
ピ

ザ
専
門
店
「
ピ
ザ
ハ
ウ
ス
三
平
」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
旬
の
地
元
野

菜
を
使
っ
た
本
格
的
な
窯
焼
き
ピ

ザ
が
気
軽
に
味
わ
え
る
と
好
評
を

得
て
い
る
。

　

夫
妻
は
平
成
15
年
に
「
三
平
」

の
経
営
を
始
め
た
。
季
節
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
実
施
す
る
中

で
、
特
に
春
の
山
菜
採
り
と
秋
の

キ
ノ
コ
狩
り
が
人
気
を
集
め
て
い

た
。
収
穫
し
た
食
材
を
楽
し
く
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
手
作
り
の

天
候
を
気
に
せ
ず
楽
し
め
る
。
屋

外
に
は
テ
ラ
ス
席
や
パ
ラ
ソ
ル
席

を
設
置
し
、
季
節
ご
と
に
自
然
の

景
観
を
堪
能
で
き
る
。

　
ち
づ
子
さ
ん
は
「
地
元
産
を
中

心
と
し
た
旬
の
野
菜
や
キ
ノ
コ
を

組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
季
節
に

よ
っ
て
異
な
る
味
を
楽
し
め
ま
す

よ
」
と
笑
顔
だ
。

　
人
口
減
が
進
む
地
域
に
新
た
な

に
ぎ
わ
い
を
呼
び
込
み
た
い
と
考

え
る
増
雄
さ
ん
。「
今
後
は
さ
ら

に
店
を
盛
り
上
げ
、
ピ
ザ
を
き
っ

か
け
に
若
い
人
や
子
ど
も
も
集
ま

る
よ
う
な
場
所
に
な
れ
た
ら
」
と

張
り
切
っ
て
い
る
。

ピ
ザ
窯
を
設
置
し
て
ピ
ザ
作
り
も

体
験
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
増
雄
さ
ん
は
「
せ
っ
か
く
な
ら

お
い
し
い
ピ
ザ
を
食
べ
て
ほ
し
い

と
思
い
生
地
や
ソ
ー
ス
の
作
り
方

を
研
究
し
た
」
と
話
す
。
生
地
は

食
べ
や
す
さ
を
考
え
、
薄
い
な
が

ら
も
モ
チ
モ
チ
と
し
た
食
感
に
な

る
よ
う
発
酵
時
間
に
工
夫
を
重
ね

た
と
い
う
。
市
販
の
ソ
ー
ス
を
ブ

レ
ン
ド
し
、
素
材
が
引
き
立
つ
配

合
を
生
み
出
し
た
。

思
い
を
込
め
た
店
づ
く
り

　
兼
業
の
建
築
業
の
腕
を
生
か
し
、

店
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
施
工
ま
で
を

手
が
け
３
カ
月
以
上
か
け
て
完
成
。

調
理
用
と
飲
食
用
の
２
棟
を
設
け
、

屋
内
外
に
飲
食
ス
ペ
ー
ス
を
広
く

と
っ
た
。
冷
暖
房
完
備
の
屋
内
は

農家民宿にピザ店
誰もが楽しめる場所を

「ぜひ一度食べてみてください」とピザを手に増雄さん
（右）と妻ちづ子さん

１枚１枚丁寧に
焼き上げます

能登町本
ほん

木
き

山
やま

﨑
ざき

　増
ます

雄
お

さん（74歳）

焼きたてを
召し上がれ
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農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します

　
専
業
農
家
で
あ
る
夫
と
の
結
婚

を
機
に
就
農
し
た
小
林
さ
ん
。

　
家
族
経
営
の
た
め
、
収
穫
が
追

い
付
く
程
度
に
種
ま
き
の
量
を
調

整
す
る
な
ど
許
容
範
囲
を
考
え
な

が
ら
作
付
け
る
。
就
農
後
は
ト
ラ

ク
タ
ー
操
作
も
習
得
し
、
機
械
作

業
も
効
率
よ
く
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

　
同
農
園
で
は
令
和
２
年
か
ら
周

年
で
２
人
を
雇
用
し
て
い
る
。「
初

め
て
教
わ
る
こ
と
は
見
通
し
が
立

つ
と
分
か
り
や
す
い
と
い
う
自
身

の
経
験
か
ら
、
作
業
を
教
え
る
と

き
は
意
味
と
目
的
を
伝
え
ま
す
」

と
話
し
、
無
理
せ
ず
働
け
る
環
境

を
整
え
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
て
い

る
。

　
規
格
外
品
の
活
用
に
も
力
を
入

活
動
中
だ
。

　
規
格
外
品
の
活
用
は
共
通
の
課

題
で
、
乾
燥
加
工
品
の
幅
を
広
げ

る
べ
く
、
メ
ン
バ
ー
に
加
工
等
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
た
り
県
内
の

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
コ
ラ
ボ
し
た
り

と
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
挑
戦

し
て
い
る
。

　
「
農
業
は
食
べ
物
を
作
る
と
い

う
魅
力
が
あ
る
。
自
分
が
農
業
を

楽
し
み
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域

農
業
を
盛
り
上
げ
た
い
。
ま
た
同

業
者
同
士
が
も
っ
と
積
極
的
に
交

流
し
て
い
け
た
ら
」
と
小
林
さ
ん

は
笑
顔
を
見
せ
る
。

【
経
営
内
容
】

水
稲
47
㌶
、
ス
イ
カ
１
．
５
㌶
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
１
．
５
㌶
、
エ
ア

リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
２
棟
、
米
加
工

れ
、
乾
燥
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
干
し

か
ぶ
ら
と
い
っ
た
乾
燥
野
菜
を
直

売
所
に
出
荷
す
る
。「
乾
燥
さ
せ

る
と
甘
味
や
う
ま
味
が
ギ
ュ
ッ
と

つ
ま
り
、
煮
崩
れ
し
に
く
い
の
で

料
理
に
使
い
や
す
い
で
す
よ
」
と

お
す
す
め
す
る
。　

農
業
女
子
と
し
て

　
金
沢
市
の
女
性
農
業
者
50
名
以

上
が
所
属
す
る
女
性
グ
ル
ー
プ

「
金
沢
農
女
（
愛
称
：
ノ
マ
ジ
ョ
・

カ
ナ
ザ
ワ
）」
で
会
長
を
務
め
る

小
林
さ
ん
。
同
団
体
は
イ
ベ
ン
ト

出
店
で
の
農
産
物
直
売
、
先
進
農

家
の
視
察
や
講
習
会
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
一
昨
年
は
市
内
５
つ
の

地
区
で
懇
談
会
を
開
き
、
意
見
を

集
め
る
な
ど
女
性
農
業
者
が
生
き

生
き
と
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う

地域農業を盛り上げたい
自分が楽しみ魅力発信

「実家が兼業農家で進学や就職も農業関係だったので、
農業は身近でした」と話す小林さん

ブロッコリーの収穫は１つ１つ丁寧に

女性ならではの
目線を生かして
活動の幅を広げて
行きたいです

金沢市八
はっ

田
た

町
まち

小林農園
小

こ

林
ばやし

　二
に

伊
い

奈
な

さん（46歳）
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農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します

　
「
生
き
物
と
共
生
し
環
境
に
配

慮
し
た
米
作
り
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
す
耕
平
さ
ん
。
作
付
面

積
22
㌶
の
う
ち
２
㌶
が
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
定
米
、
13
㌶
が
特
別
栽
培
米

だ
。
品
種
は
ど
ち
ら
も
コ
シ
ヒ
カ

リ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
米
「
平へ

右い

ェよ

門も
ん
」

と
し
て
販
売
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
平
成
25
年
に
就
農
し
、
後
継
者

と
し
て
父
清
博
さ
ん
と
と
も
に
農

作
業
に
励
む
。　

　
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
取
得
し
た

の
は
平
成
14
年
。
取
得
に
は
使
用

す
る
資
材
や
圃
場
、
生
産
管
理
な

ど
に
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
毎
年

認
定
機
関
の
調
査
を
受
け
、
基
準

を
満
た
し
て
い
る
。

め
、
山
か
ら
土
を
運
び
ハ
ウ
ス
で

乾
燥
。
有
機
肥
料
と
混
ぜ
る
。
栄

養
た
っ
ぷ
り
の
土
壌
で
は
、
う
ま

味
が
凝
縮
し
た
米
が
育
つ
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
集
ま
る
。

地
域
の
子
供
た
ち
と
専
門
家
を
交

え
て
生
き
物
調
査
も
行
っ
て
お

り
、
国
や
県
指
定
の
絶
滅
危
惧
種

を
含
め
た
40
種
以
上
の
生
き
物
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
自
然
災
害
や
価
格
変
動
な
ど
幅

広
い
リ
ス
ク
に
備
え
た
い
と
収
入

保
険
に
は
制
度
開
始
当
初
か
ら
加

入
し
て
い
る
。
耕
平
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
米

作
り
を
続
け
て
い
き
た
い
。
い
ず

れ
は
直
売
所
の
開
設
や
六
次
化
も

進
め
て
い
け
た
ら
」
と
将
来
を
見

据
え
る
。

う
ま
味
が
凝
縮
し
た
米

　
農
薬
・
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い

た
め
、
特
に
雑
草
防
除
に
気
を
配

る
。
あ
ぜ
塗
り
を
均
平
に
し
、
草

が
生
え
に
く
い
環
境
を
作
り
、
水

田
内
は
深
水
栽
培
を
採
用
す
る
こ

と
で
草
の
成
長
を
抑
え
て
い
る
。

　
平
成
29
年
に
は
県
の
特
別
栽
培

農
作
物
認
証
を
受
け
た
。
県
で
は

化
学
肥
料
及
び
化
学
合
成
農
薬
の

使
用
を
慣
行
栽
培
か
ら
５
割
以
上

減
ら
す
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
同

農
場
で
は
有
機
肥
料
を
使
い
化
学

合
成
農
薬
を
８
割
以
上
減
ら
し
て

い
る
。

　
耕
平
さ
ん
は
「
品
質
向
上
に
は

土
作
り
が
大
切
」
と
話
す
。
刈
り

取
り
後
は
次
年
の
土
作
り
の
た

環境に配慮した米作り
自然・人・生き物の共生を

「大変なこともあるが、お客さんからの『おいしい』
という声が励みになる」と話す耕平さん

有機ＪＡＳ米「平右ェ門」 米袋の裏では農場周辺に
生息する生き物を紹介

中能登町小
こ

田
だ

中
なか

いまい農場
今
いま

井
い

　耕
こう

平
へい

さん（38歳）

特
別
栽
培
米
と
と
も
に

「
世
界
農
業
遺
産
能
登

の
里
山
里
海
の
未
来
に

つ
な
げ
る
『
能
登
の
一

品
』」
に
も
選
ば
れ
て

い
ま
す

HP は
こちら
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農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します

　
「
娘
達
に
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
す
川
江
さ
ん
。

　
実
家
が
兼
業
水
稲
農
家
で
平
成
15
年
に
脱
サ
ラ
し
、
専

業
農
家
と
し
て
タ
バ
コ
栽
培
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
メ
イ
ン
に
米
や
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
に
比
べ
て
、
収
穫
時

に
お
け
る
重
量
の
負
担
が
少
な
い
の
が
魅
力
だ
。
そ
れ
で

も
作
業
は
基
本
的
に
一
人
体
制
の
た
め
農
繁
期
の
人
手
不

足
を
課
題
に
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　
農
薬
を
ま
く
タ
イ
ミ
ン
グ
や
土
づ
く
り
は
、
毎
年
少
し

ず
つ
変
え
て
工
夫
を
重
ね
て
い
る
。
炭
素
・
有
機
質
・
腐

植
な
ど
の
成
分
に
気
を
付
け
、
連
作
障
害
を
避
け
る
た
め

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
カ
ボ
チ
ャ
と
い
っ
た
野
菜
を
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
し
て
栽
培
す
る
な
ど
、品
質
向
上
に
余
念
が
な
い
。

　
工
夫
の
結
果
は
単
年
で
は
出
な
い
が
、
年
数
を
か
け
て

の
成
果
を
感
じ
て
い
る
。毎
年
の
野
菜
の
出
来
の
違
い
が
、

難
し
さ
で
あ
り
楽
し
さ
で
も
あ
る
。

　
「
娘
達
も
『
お
い
し
い
』
と
言
っ
て
食
べ
て
く
れ
る
。
親

と
し
て
農
業
を
し
て
い
る
姿
を
通
じ
て
も
っ
と
食
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。」
と
川
江
さ
ん
は
話
す
。

　
「
日
々
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
夫
と
二
人
三
脚
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
」
と
話
す
中
村
さ
ん
。
ハ
イ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
農

薬
を
使
わ
ず
に
夏
季
は
キ
ク
ラ
ゲ
３
０
０
０
床
、
冬
季
は

ヒ
ラ
タ
ケ
２
４
０
床
を
生
産
・
販
売
す
る
。

　
中
村
さ
ん
は
キ
ノ
コ
好
き
が
高
じ
て
就
農
を
決
意
。
大

手
企
業
の
参
入
が
少
な
い
キ
ク
ラ
ゲ
と
ヒ
ラ
タ
ケ
に
品
目

を
絞
り
令
和
２
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。　
　

　
栽
培
期
間
が
夏
季
の
キ
ク
ラ
ゲ
は
、
繰
り
返
し
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
で
湿
ら
せ
乾
燥
す
る
こ
と
に
よ
り
歯
ご
た
え
良

く
育
て
て
い
る
。
冬
季
の
ヒ
ラ
タ
ケ
は
、
湿
ら
せ
な
い
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
。

　
室
温
と
湿
度
は
温
湿
度
管
理
機
「
お
ん
ど
と
り
」
を
使

用
し
、
携
帯
で
確
認
し
な
が
ら
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
を
常
に

維
持
す
る
。
栽
培
技
術
向
上
の
た
め
、
県
外
生
産
者
と
の

交
流
や
農
業
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
情
報
交
換

を
し
て
い
る
。

　
県
内
外
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
出
荷
先
の
料
理
人

か
ら
は
「
品
質
が
良
く
大
変
お
い
し
い
」
と
絶
賛
す
る
声

も
あ
る
。
２
年
目
の
昨
年
は
キ
ク
ラ
ゲ
２
、５
㌧
、
ヒ
ラ

タ
ケ
３
８
０
㌔
を
収
穫
し
年
々
規
模
を
拡
大
中
だ
。

　
中
村
さ
ん
は
「
今
後
は
さ
ら
に
菌
床
数
や
販
路
を
増
や
し

て
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
自
分
た
ち
で

料
理
の
提
供
も
し
て
み
た
い
」
と
希
望
を
も
っ
て
い
る
。

ブロッコリー　良品維持を目指す

農薬不使用
夏はキクラゲ冬はヒラタケ

加賀市美
みさき

岬町
まち

川
かわ

江
え

　嘉
よし

康
やす

さん（47歳）

かほく市横
よこ

山
やま

ハイネファーム代表

中
なか

村
むら

　広
ひろ

美
み

さん（53歳）

収穫したてのブロッコリーを手に川江さん

乾燥ヒラタケはうま味たっぷり
手軽に使えます

HP は
こちら



～４月10日
水稲共済加入申込書兼
変更届出書提出締切

５月１日～
大豆共済加入申込み開始

５月
余裕金運用管理委員会
令和５年度第１回理事会
令和５年度第１回監事会
決算監査
令和５年度第２回理事会
第１７回通常総代会

４
６

加 入 方 式 半相殺減収総合短縮方式
支 払 日 ２月 10日
支 払 戸 数 ２戸
支払共済金 537,630 円

～４月10日
水稲共済加入申込書兼
変更届出書提出締切

５月１日～
大豆共済加入申込み開始

５月
余裕金運用管理委員会
令和５年度第１回理事会
令和５年度第１回監事会
決算監査
令和５年度第２回理事会
第１７回通常総代会

４
６

14
詳しくは管轄のグループへお問い合わせください
■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-2251

口
座
振
替
の
お
願
い　

  

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
沿
っ
た
対

策
及
び
組
合
員
の
利
便
性
向
上
を
図

る
観
点
か
ら
、
集
金
業
務
を
原
則
廃

止
し
ま
す
。
お
早
め
に
口
座
振
替
依

頼
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

口
座
振
替
依
頼
書
提
出
の
留
意
点  

・
掛
金
等
納
入
期
限
の
お
お
む
ね
２

カ
月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
・
届
出
印
、
口
座
名
義
フ
リ
ガ
ナ
の

間
違
い
は
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
・
Ｊ
Ａ
口
座
と
そ
の
他
の
金
融
機
関

で
は
振
替
依
頼
書
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
は
が
き
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い

　

新
規
加
入
な
ど
、
や
む
を
得
ず
、

現
金
等
で
納
入
し
た
場
合
、
契
約
後

に
「
ご
契
約
内
容
の
お
知
ら
せ
」
が

郵
送
さ
れ
ま
す
。
契
約
内
容
を
確
認

し
、
は
が
き
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

水
稲
共
済　
　
　
　
　

 

変
更
が
あ
れ
ば
連
絡
を　
　

　
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更

届
出
書
の
デ
ー
タ
は
各
市
町
の

デ
ー
タ
と
照
合
し
て
い
ま
す
。
提

出
後
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
管
轄
の
グ
ル
ー
プ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
ず
組
合
ま
で
ご
連
絡
を

 

事
故
発
生
時　
　
　
　
　
　

　
職
員
が
事
故
の
現
地
を
確
認
し

ま
す
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
事
故
の

原
因
が
特
定
で
き
な
く
な
り
、
共

済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

加
入
内
容
変
更
時　
　
　
　

○
農
機
具
の
買
い
替
え

○
園
芸
用
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
の

変
更

○
建
物
の
建
て
替
え

○
加
入
名
義
の
変
更

　
加
入
内
容
の
変
更
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
変
更
の
手
続
き
が
遅
れ

る
と
、
被
災
時
に
共
済
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
新
年
号
特
集
「
受
け
継
が

れ
る
農
の
逸
品
」
を
興
味
深

く
読
み
ま
し
た
。
高
齢
に

な
っ
て
も
情
熱
を
持
っ
て

「
国
造
ゆ
ず
」
や
「
沢
野
ご

ぼ
う
」
を
育
て
て
い
る
姿
は

気
高
く
尊
い
で
す
。

　
　
　
　
白
山
市　
Ｉ
さ
ん

　
水
稲
共
済
の
内
容
と
我
が

家
に
合
っ
た
方
式
は
ど
れ
か

な
？
今
入
っ
て
い
る
共
済
は

こ
れ
で
い
い
の
か
な
？
と
家

族
で
見
直
す
良
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
農
へ

の
取
り
組
み
や
熱
意
に
毎
回

刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
白
山
市　
Ｉ
さ
ん

　
石
川
県
は
落
雷
が
多
い
の

で
、
新
年
号
の
家
庭
で
の
落

雷
対
策
や
被
害
に
遭
っ
た
時

の
対
処
に
な
る
ほ
ど
～
！
と

思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
七
尾
市　
Ｏ
さ
ん

　
収
入
保
険
は
安
心
保
険
で

す
ね
。
林
さ
ん
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
、
身
近
に
素
敵
な
方

が
居
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
昔
か
ら
種
が
継
が
れ
て

い
て
、
町
名
が
付
い
た
野
菜

を
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
。

私
が
住
む
赤
井
町
に
は
赤
井

人
参
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
能
美
市　
Ｈ
さ
ん

皆
さ
ん
か
ら
の
声

募
集
し
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ

の
ご
意
見
、
身
近
な
話
題
や

農
業
に
つ
い
て
思
う
こ
と
な

ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
声
は
お

便
り
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

果樹共済（くり）共済金を支払いました
被害概況
５月上旬頃よりマイマイガ幼虫の葉の食害による着毬が減少となりました。
また、肥大期にアブラムシの加害により若はぜとなる毬果が発生しました。

ニ
ー
ズ
調
査
実
施
中　

　
共
済
対
象
品
目
の
う
ち
、
現
在

石
川
県
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
品

目
に
つ
い
て
、
実
施
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
追
加
品
目
の

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
組
合
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
便
り
コ
ー
ナ
ー

加 入 方 式 半相殺減収総合短縮方式
支 払 日 ２月 10日
支 払 戸 数 ２戸
支払共済金 537,630 円



農業共済新聞を購読しませんか

　農業共済新聞は、週１回発行「農家に学び、農家に返す」を基
本方針として、営農から暮らしに役立つ情報まで幅広く提供して
います。地域の話題はもちろん、農政の状況もわかりやすく紹介
しています。

年間購読料は５，５２０円です。
●ご希望の方は本所企画広報課までご連絡ください。

電話：０７６-２３９-３１１１

共通申請サービスが始まります
NOSAI では、収入保険同様に組合員の皆さんが
農作物共済（米・麦）・果樹共済（りんご・ぶどう・なし・かき・
くり）・家畜共済（牛・豚）・畑作物共済（大豆）・園芸施設
共済も、インターネットを利用した、申請手続き（加入申込
み等）を行えるようになります。
ご活用ください。

白山市　農）早崎農産

早
はや

崎
ざき

　真
まさ

由
よし

さん（38歳）

志賀町

酒
さか

井
い

　游
ゆう

星
せい

さん（19歳）

きらきら
ひかる
きらきら
ひかる

15
詳しくは管轄のグループへお問い合わせください
■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-2251
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損害防止機器購入助成金を支払いました

　農作物共済、畑作物共済事業の健全な運営を図るために、背負
式動力散布機や動力噴霧機などの対象機器を購入した組合員の方
に、経費の一部を助成金としてお支払いしました。

支払対象台数 111 台
支 払 総 額 2,401,903 円
支 払 日 2月 27日

なお、令和５年度も同様の助成金を予定しています。

　主に水稲・麦を栽培してい
ます。また効率化を求めてド
ローンを導入しています。農
業で難しいと感じる点は夏の
田んぼの管理です。近年は暑
い日が続いているため、刈り
取り直前まで水を多めに残す
などの工夫をしています。

　昨年４月に大洋農産加工株
式会社に就職し、野菜の栽培
や出荷作業を担当していま
す。体を動かすことが好きな
ので、畑仕事や収穫作業は楽
しいです。実習生が来ている
日は作業手順や時間管理のこ
とを教えることもあります。



石川県農業共済組合
■ 本　所 ■　
〒920-0007
金沢市田中町か26番地1
TEL  076-239-3111（代）
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令和 6年度　新規採用職員募集
地域の農家を
支える仕事

　

送
付
先

 

一緒に働いてみませんか
下記の書類を簡易書留で郵送してください
・履歴書（市販のもので写真貼付、連絡先及び
　９月上旬発送予定の選考通知送付先を明記）
・成績証明書
・卒業（見込）証明書、獣医師は獣医師免許証写し
　提出書類は返却いたしません
 令和５年８月31日（木）17時まで

〒920‐0007
石川県金沢市田中町か26番地１
石川県農業共済組合　総務課

農業保険法に基づく一般業務お
よび家畜診療に係る業務
①初任給　212,900円（大学卒）
　　　　　（獣医師資格取得者）
　獣医師手当　50,000円 / 月
②大学卒業または卒業見込者で
獣医師資格取得者または取得
見込者
③普通自動車運転免許取得者
　または採用までに取得見込者
＜試験予定＞
日時　令和５年９月下旬
会場　同組合本所
内容　筆記（作文）・面接

農業保険法に基づく一般業務の
ほか、加入推進などの外勤業務
①初任給　185,600円（大学卒）
②大学卒業又は卒業見込みの方
（平成６年４月２日以降に生ま
れた方）
③普通自動車運転免許取得者
　または採用までに取得見込者
＜試験予定＞
日時　令和５年９月29日（金）
会場　同組合本所
内容　筆記（一般教養ほか）・
　　　面接

一般職獣医師

ク
イ
ズ
の
答
え
と
必
要
事
項
を
明
記
し
て
ハ
ガ
キ
・Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、５
名
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。当
選
者
は
氏
名
の
み
次
号
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
方
法

　　
　
　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
７
６-

２
３
９-

０
０
６
９

Ｅ
メ
ー
ル
　kouhou@

nosai-ishikaw
a.or.jp

32
号
ク
イ
ズ

　当
選
者（
敬
称
略
）

乙
　
脇
　
善
　
仁

岡
　
田
　
の
ぶ
子

竹
　
中
　
節
　
子

川
　
畑
　
恵
　
子

茂
　
岩
　
　
　
修

●
締
め
切
り
／
　
　
　

　
４
月
27
日（
木
）必
着
●

「
〇
〇
〇
〇
こ
の
人
」で
は
地
域
で
活
躍
す
る
農
業
者
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

〇
に
入
る
文
字
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

クイズの答え
郵便番号・住所
氏名・年齢・電話番号
ＮＯＳＡＩへのご意見
広報紙のご感想など

63
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
石
川

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
係 

行

金
沢
市
田
中
町

　
　
　
　
か
26
番
地
１

9 2 0 　0 0 0 7

おもてうら

詳しい募集要領はコチラ




